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実界螂’　　　　　禮の太陽醗過報告　　　　　　　123
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一th
が，．さう簡箪には行きません．兎も角，其旨御記癒下さって，折診もあらば御
助九御周旋の程を御願申上ます．御無理を申上げたる段，御容激を乞ふ．
　　　　　　　　　　　　在ホノノレ・　米國華府レサ｝チ大學天文選科卒業
　　　Nov．17，1940．　　　　　　熊田儀助
　出本先生机下
　悶ひ：昨年は十一月12日に，水星の太陽面脛過の珍現象が見えた由ですが，
之れを襯測して，學術上の債値がありませうか？（K．K．生）
警へ：7k星の太陽面経過は，日食の始め絡りの時刻の観測や，掩薇などと同
檬に，天艦の相互位置を研究し，一般に天髄の運動法則を知るために非常に大
切なものです．器械は少くとも7セチン級以上の望遠鏡と，よく調整されたク
ロノメ1タ（或は，信頼し得る標準時計）が必要です．天界第222號にあります
やうに，ラヂオや，其の他の：方法で，1週間ばかり前から10分の1秒ぐらゐま
で正確に時計を調整しておき，フk星の太陽面経過として，ほ璽宿報された時刻
に，極めて注意深く，太陽面の眠る部分を槻てるるのです．そして，普通なら
ば第1燭，第2鰯，第3鰯，第4鰯の，4っの時刻を10分の1秒ほどの精密
さに観測すれば良いのです．尤も，熟練が必要ですが，よく慣：れてるる者で
も，第1角蜀と第4鰯との面心は困難です。10分の1秒どころか，3秒も，5秒
もの誤差が起り勝ちです（特に第1鰯は，むつかしいです）．　しかし，第2燭
と，第3醐とは比較的に困難は少いやうです．（iJ体）
下の通りである．
　　　　　　學　暦
次ぎの水星の太陽面纏過は
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